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ト練和液に Ca+トまたはその同族元素である Sr* を配合し， これらの液で練和したセメントの
物理，化学的性質，ならびに人歯エナメノレ質への影響を検討した。
まず基礎実験としてエナメノレ質の脱灰に及ぼす 2 価の陽イオンの影響を調べた。 2 価の陽イオ
ンとしては， Ca+十， Sr+トのほかに， 周期律表中で Ca に隣接する Mg件についても検討した。
0.2M の CaC12 ， SrC12 または MgC12 を含んだフタノレ酸緩衝液 (pH 3.5) に浸漬したエナメル質
の硬さと，対照として上記イオンを含まないフタル酸緩衝液 2 種 (pH 3.5 および pH 4.0) に浸
漬したエナメノレ質の硬さ(ヌープ硬さ)の経時的変化を比較した。その結果， CaC12 または SrC12
添加群では 2 時間で硬さはそれぞれ， 13. 1, 15.6%低下した。一方 pH 3.5, pH 4.0 の対照群お
よび MgC12 添加群ではそれぞれ 76.3， 65.1 , 75.9% その硬さが低下した。以上の結果よりエ
ナメノレ質の脱灰抑制に Ca* や Sr十トは有効であり， Mg* は効果がないことがわかった。
次にCa (OH)2 または Sr (OH)2 飽和人工唾液中に浸潰したエナメ jレ質の硬さの経時的変化を
調べた。 その結果， 1 週間で Ca (OH)2 または Sr (OH)2 飽和人工唾液浸漬エナメノレ質でそれ
ぞれ 6.2， 8.8% 硬さが上昇した。
ついでこのように 1 週間浸漬処理したエナメノレ質を， 0.2M 酢酸緩衝液 (pH 4.5) で脱灰し，
経時的な硬さの変化と， Ca+ト溶出量を測定し， これらのイオンを含まない人工唾液に浸漬した
対照エナメノレ質の場合と比較した。 その結果， 対照エナメノレ質にくらべ， Ca (OH)2 または Sr
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(OH) 2 添加群のそれの硬さの低下は 4 時間でともに約10%抑制された。一方 Ca+ト溶出は 6 時間
でともに約15%抑制された。
以上の実験結果から， Ca* および Sr+十によりエナメ Jレ質の耐酸性が向上することがわかっ
た。そこでセメントによる歯質脱灰の直接原因である練和液にこれらのイオンをいずれも第 1 リ
ン酸塩で飽和量近く加え，その効果を検討した。まずこれら試作練和液と従来の粉末とを練和し
たセメント(以下 Ca+十入りのを Ca Cement, Sr持入りのを Sr Cement と記す)と従来のセメ
ント(以下 Commer・c. Cement と記す)の物理， 化学的性質を比較した。測定法は次のごとく
である。すなわち硬化時間，耐圧強さ，被膜度は JIS 規格に準じ， pH はガラス電極を，す法変
化は Mikokatorer を用いて行なった。その結果試作セメントの硬化は Commerc. Cement より
わずかに早いが， JIS 規格はじゅうぶん満足した。 また試作セメントの耐圧強さは， 各時点で
Commerc. Cement より高い値を示した。上記の 2 性質以外の物理，化学的性質は試作セメント
と Commer・c. Cement についてほとんど差がなかった。
次に試作セメントのエナメノレ質へ与える影響を in vitro において検討した。 Commerc. Ceｭ
ment, Ca Cement および Sr Cement を接触させたエナメノレ質の硬さの経時的変化を測定した。
その結果， 90 日で Commerc. Cement 接触エナメノレ質では 9.1 %硬さが低下するのに対し， Ca 
Cement や Sr Cement ではそれぞれ7.0， 8.2%上昇した。
既述の 3 種のセメントを 30日間エナメノレ質に接触した後， これらを 6 時間脱灰し， Ca* 溶出
量を対照エナメノレ質(無処置)のそれと比較した。脱灰液としては既述の酢酸緩衝液と， M/1000 
EDTA 溶液 (pH 7.0) を用いた。
その結果酢酸脱灰においては対照エナメ Jレ質にくらべ， Ca Cement および Sr Cement 接触
エナメノレ質で Ca* 溶出が26.0， 18.7%抑制され， Commer・c. Cement 接触のそれでは 18.7%増
加した。 EDTA 脱灰の結果も酢酸脱灰と同じような傾向であった。
本実験で，試作セメント接触エナメ Jレ質に硬さの上昇，耐脱灰性の向上が認められたのは Ca*
や Sr+トの影響と考えられる。そこで試作セメントを 45Ca または 89Sr でラベJレしてセメントか
らエナメ Jレ質へとり込まれたこれらの量を経時的に測定した。その結果30 日後に Ca Cement 接
触エナメル質には 2.7x 10- 8M/cm2 のCa+トが，また Sr Cement のそれには1.6x 10-8M/cm2 
の Sr廿がとり込まれていた。
さらにエナメノレ質に寓、洞を形度し， 3 種のセメントをそれぞれ充填し， 人工唾液中に保存し
た。 1 週間後その歯の研磨標本(厚さ約50μ) をっくり，寺|崎， 塩田の脱灰液で30分間脱灰した
後， Contact microradiogram を撮った。 その結果， 嵩底エナメノレ質では試作セメント接触の
方が Commer・c. Cement 接触のそれより脱灰が抑制され， 寓壁エナメノレ質ではセメントによる
差は著名でなかった。







液に Catt または Srtt を加える乙とにより， セメントの物理，化学的性質を低下させる乙とな
く，接触するエナメル質の耐脱灰性を向上させた価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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